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1。篠^暢^@案肉
わ情報処理特修課程の概要

経済学部では、情報化時代に対応して、コノヒュータや仟報処理に、'
識と技術を勉強していただくため1、、学科や分野の枦をはすして戸報処理 3。。ル、
ます0 この課程の目的は、情報処理及びそれに関連する科目の知識と技休の獲.ヒ
技術者資格の取得を支援することと同時に般社Aて活躍できる人を*'
特に2年以降から配当しているコノヒュータ特修実習1~Ⅳ」は、より叩度、、。
お.の修1'を目的に特別に設定している科目て講義数も充実しており、粁極的ナ修
なお、コノヒュータ特修実習は、 Eキャンバス B館のコンピュ_夕教{およ
予定です

コノヒュータ特修実召1~Ⅳ」は「情報処理特修課程」の全ててはナ 、そ邦てあること1-
こ庄意たさい 情報処理特修課程」の全容は以下の「2)(D 学科目の構成を参昭しご
い

2)報処理特修課程の修方法

(D 学科目の構成

本課程の学科目は、A群学科目とB群学科目及ひC群の各種質格力、構成さ、、<
る子科目は次ページ以降の表のとおりてすこれわの学科目は、しすれもコヒュ_、.
理にっいての専門知識.技術を修保する六めに必要な{科目てすとりわけA {
格をもっ科目てすよ

(2)履修条件

@本県栓を履修する学生は、経済{部在学期間中にA群学科目とB群{科目か、 iこ八久~
イを膚たす科目(単位)を修得しなけれはなりませんまた、 H26年度{.{、
必要な単位を取得の上、 C群学科目の取1'ナイント数により、↑主報処理特冬,0 ~
'ぞ定します'3 '~'3

入学年度

H26年度 A N科目より1 単位以

2単位を修得した学科目は、各学科あるいは分野の履修久件にし九力、
野の卒業単位として認定されると同時に、本課程の修イ.{科目としてもル刃
3)修了証書の授与

修了見込みの{生は、チヒ定された期間中に経儕学部事務部
生の卒業時に情報処理特修課栓修了証圭か授与されます
たさい

C群一科目資格合計ポイントと情報処理特修課程の級
(H26年度入学生用)

情報処理特修課程のレベル 以上 未満

100 ^1,・、1級

2級

3級

4級

5級

イ

A群、 B群学科目合わせて34単位以上 格取1守力七

(4)情報処理特修課栓の学科目と経済一部卒業単仕認定との関車

ウ

C群一科目

(B館 1階)ヘ申請してくたさい 4年
詳細にっいては掲不板を確認して

所属する学科あるいは分
されます
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A群学科目

国学

コンヒュータ実習1

コンヒニータ突習Ⅱ

コンピュータ突〒窒Ⅲ

コンピュータ突習IV

コンヒ゜ユータ雅瑪言命 1

コンヒュータ概言命Ⅱ

データ角罪キ斤入f町

コノヒュタ特イ修突習 1

コノヒュタ特イ彦突習Ⅱ

プロクフミンク曾兪 1

プロク、ラミンク、言命Ⅱ

'1帳シスプム,命 1

11゛艮シスプム曾兪 11

竹'1綴処理言命 1

1'1都処理曾兪Ⅱ

コンヒュータ特修突習Ⅲ

コンピュータ特修実習Ⅳ

ング特言倫 1プロク、ラ ミ

プログラ、ング特,兪Ⅱ

糸茎'営'禾斗'学 1

経営'科学Ⅱ

応用 1!1報処理言兪 1

工占用 1'1報処理曾命Ⅱ

コンピュータ会,1'1

夕会言十Ⅱコンヒ^

コノピュータ乍子イ彦火習 1 ~1VJ・:・

技介ををn,H是にしていますので＼「コ

B群学科目

H26年度入学生

学

公r内

ン卜

10

10

10

10

10

10

10

10

10

20

30

10

20

10

10

禾.ト

単位

経許学禾1

当学年

総、合経済政,学禾斗

酉己当学年

才受業関連科回

コノピュータ突習 1

コンピュータ実習Ⅱ

コンピュータ突習m

コンピュータ特イ彦フさ習Ⅲ,1V

コンピュータ特修実習1

コンピュータ特修失習 1,Ⅱ

コンヒュータ特修二建習 1,Ⅱ

コンピニータ特修実習Ⅲ,Ⅳ

コンピニータ特イ彦実習Ⅲ,1V

'1報処理論 1, n

応用 17搬処理,兪 1,Ⅱ

衾苧訂己言倫 1, Ⅱ

靴ii言こ曾," 1Ⅱ, 1V

コンピュータ会言十 1,Ⅱ

コンピュータ会言1'1,Ⅱ

変更力ゞ生じる可介自性力ゞあります。

国際経溺学科

丙己当学年

簸曾己甘命 1

飾言己論Ⅱ

言十学 1

統曾十学Ⅱ

貸幸君己曾兪1Ⅱ

飾,己言兪IV

経濟統創学1

経済統。1・学Ⅱ

寺盡済数学1

経済数学Ⅱ

経涜数学Ⅲ

糸斈済数学IV

数理経済学1

数理経済学Ⅱ

,十経沙〒学1

。十糸斈汐〒学Ⅱ

C群学禾目

格の種類

学、

総合経済政策学科

西己当学年

和1 目

禾31

を受;糾1する'学生は、「コ
ンピュータ火IW I ~1VJ

2

3

3

3

3

3

3

33

3

3

3

ンピュータニ廷習 1 ~1V」を糸冬了しナニレベノレの
の上弛イ立をイ1多イ易している必、要,カゞあります。

単イ立

資格名

八ιOs office 入入1'ord 2010

1、40s office Exce1 2010

入復Os offlce powerpolnt 2010

1ιOs office AccesS 2010

ンダー資等日商P C ,定くプ、ータ活用 3級)

Excel vBA B日Sic

Excel vBA st日ndard

Access vBA Basic

Access vBA st日れd日rd

I T,゛スデート試験
格

』'本町'技毛桁.手試験

凶本商〔会畿所飾言己検定3級

日本商τ会畿所癖曾己検定2級

日商'了会曾十フ邑務検定(初級)

凹商,了会言卜突務検定(中級)

寸'イント数式馬矣朱1」度の変吏等によって,格名

経済学科

配当学年

ポイ

国際経肝学和ト

酉己当学t年

国家
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乞。ヲ塗一卿廊飢冗
1)自由利用可能なコンピュータ室

平成26年度経済学部は、授業で利用されている時をハき次のコンピュ

教室名

第1自由利用教室(201教室)
第2自由利用教室(4船教室)
多目的演習室2(402教室)
多目的演習室3(202教室)

Eキャンパス

KUDOS(情報処理教育棟)

238台(4教室)

場所

台数

特徴

CaⅡ教室 B302

CaⅡ教室 B303

全学共通のコンピュータ室です

2)各施設の利用方法

I Eキャン、スB館の利用方怯はB館3畔イ
(2) KUDOSの利用方怯にっいてはコノヒュ

3)各施設の主なソフトウェア

(D EキャンパスB館

教室名主なソフトゥエア(プラウザとメーラーは各室とも利用可能)

CaⅡ教室B302

C日Ⅱ教室B303

40台(B302教室)
48台(B3船教室)

に LL 教室

(語学教育用)

として使用しま
すが,コンピュー

夕教室としても

利用可能です

B304教室

夕教室が自由利可能です。

B305教室

50台

Eキャンパス B館3階

マルチメディア

系のソフトが導
入されています

50台 36ム

経済分析や財務会計処理のソフ
トが導入されています

B306教室

B304教室

WindowS7, MS・office2010, LL教育用ソフトゥエア, TSP5.1

B305教室

B306教室

B307教室

B307教室

WindowS7, MS・office2010, Adobe creatlvesuite Desgln premlum cS5 (pho hop,
F]ash, Dreamweaver, Fire、vorks, Acrob日t), visual studio .NET2010, HP Bu lder,
Video studlo X3, YAMAHA XGworks, shade11

WindowS7, MS・office2010, SPSS, TSP5.1,弥生会計

WindowS7, MS・office2010, visual studio .NET2010, TSP5.1

問い口わせてく九さい。ンフォメーノヨン

夕実習1の第1回目の授業て説明します

い)(2) K DOS

室名

201,202,403

コミュニケ^

ションホール

25ム

ノート PCが設

置されており,

演習の授業で利
用します

(詳細はhttp://WWW.kudo .kindai. C.jp/facili y.htm1を参照してナ・

主なノフトゥエア(プラウザとメーラーは各室とも利用可能)

Wlndow MS・office2010

WindowS 7, MS・office2010,無線LAN,情報コンセント

111Ustrator,1nDesign,
TSP5.1,



器。回ン冒呂一多閥綴@提業

コンヒュータの徐作を汀う授業は次のような体平て組まれています 1年次に開講される「コンピュ

夕実習 1~Ⅳ」はKUDO Sで開講される科目です則期1ーコノヒュータ実習 1」「コンピュータ実習

Ⅲ」、後期に「コンヒュータ実習Ⅱコノヒュータ実習Ⅳを順番1一又講することが必要です。これらの

科目を学習することてコンヒュータリプー、ーをマスターすることガでき、社会で広く使われている代表

的なオフィスアプリケー、,ノソフトてあるWord、 powerpolnt、 Ex e1等を学習します。また、その学習

成果を確認するナ、め、マイクロノフトか提伊する I T質格制度てあるMicrosoft office specialistの試験
を{内施設て施する予定てす詳細な内合ι掲下てお知らしますのて、積極的に文験してくださ
い

H26年度入学生

ま九、コンヒュータ特修実習 1~Ⅳを履修する六めには、コノヒュータ習 1~Ⅳの位を修得してし

夕特修習1~Ⅳの詳細な内谷は配学年のガイタノス時に説明を行いまることが必要てす コンヒュ

すその他の講義内谷については講義要項を参照してくたさい

学年
学科

コンピュータ会言十 1

コンピュータ会計Ⅱ

プログラミング特論 1

1年

コンピュータ実習 1

コンピュータ実習Ⅱ

コンピュータ実習Ⅲ

コンピュータ実習Ⅳ

コンピュータ概論1

コンピュータ概論Ⅱ

経済学科

2年

コンピュータ実習 1

コンピュータ実習Ⅱ

コンピュータ実習Ⅲ

コンピュータ実習Ⅳ

コンピュータ概論1

コンピュータ概論Ⅱ

情綴データ解析入門

国際経済学科

コンピュータ特修実習 1

Excel Expert

プログラミング特論Ⅱ

コンピュータ特修実習Ⅱ
Excel vBA基

プログラミング論 1

プログラミング論Ⅱ

総合経済政策学科

コンピュータ実習1

コンピュータ実習Ⅱ

コンピュータ実習Ⅲ

コンピュータ実習Ⅳ

コンピュータ概論 1

コンヒュータ概論Ⅱ

コンピュータ特修実習Ⅲ

Access specia]ist

コンピュータ特修実習1

Excel Expert

コンピュータ特修実習Ⅳ
Access vBA 基

コンピュータ特修実習Ⅱ
Excel vBA基

コンピュータ会言十 1

コンピュータ会言十Ⅱ

プログラミング特i兪 1

プログラミング特i兪Ⅱ

コンピュータ特修実習Ⅲ

Access specia11St

コンピュータ特修実習1

Excel Expert

コンピュータ特修実習Ⅳ
Access vBA 基

コンピュータ特修実習Ⅱ
Excel vBA基

コンピュータ会計1

コンピュータ会Ξ十Ⅱ

プログラミング論 1

プログラミング盲命Ⅱ

コンピュータ特修実習Ⅲ
Access specia11St

コンピュータ特修実習Ⅳ
Access vBA 基



EキンパスB館3薯教室配置図

肌朏朏11

演習室310

B-306

(パソコン教室)

寅習室

B-305

(パソコン教室)

演習室308

B-304

(パソコン教室)

演習室307

(パソコン教室)

B-303

(パソコン教室)

トイレ

トイレ

肌胤朏獣

-302

(パソコン教室)

ハノコン教室管理室(サーノー室)

EV EV EV EV

エレペータホール
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目近畿大学

経斉学部IT教育検討委員会


